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「子どもの表現について」調査研究
短期大学保育科　花原　幹夫
　本研究の目的は，約４０年もの長い間，白梅の
保育について自主的に研究を続けている「白梅合
同研究会（大学・短大・附属白梅幼稚園・小松福
祉会白梅保育園の四者）」が，２０１２年度のテー
マとして，「子どもの表現」の意味や意義などに
ついて実践的に協同研究を行うことである。
　研究計画の大きな柱として，一つは，カール・
オルフについての学びとワークショップ体験を通
して，子どもの表現，特に音楽表現について相互
に学び合うこと。二つは，附属幼稚園からの事例
報告提案を通して，幼児の表現の意味などについ
て，相互に学び合うことである。
　第１回研究会（６／２８）では，「カール・オ
ルフのアプローチに学ぶ幼児の音楽表現」という
テーマで，東京家政大学で乳幼児の音楽表現につ
いて教育・研究をされている細田淳子先生を講師
に招き，ファシリテーター役でワークショップの
実践をして頂いた。ワークショップの主旨として
は，カール・オルフの音楽教育の理念，つまり，
音や体の動きを通して自分や周りの人のことを知
り，自分なりの表現の世界を豊かに広げていくこ
とで，自分の生き方をみつけていくことを体験し
てみることである。まず最初に，音をよく聞くた
めに音を探すゲームを行い，次に楽器との出会い
というテーマで，自分の好きな音の楽器を探す
ゲームを行った。次に，音のイメージをえがいて
みようというテーマで，音を聞いてそのイメージ
を体で表し，色と形でも表していった。さらに，
グループワークとして，各グループで色と形でえ
がいたものを身近な楽器等を用いて音で表す試み
をしながら，グループごとに発表をしていった。
その後，質疑応答をしながら，幼児の音楽表現に
ついて相互にやりとりを行い，「体で音を感じ，
体で音を表すことの楽しさ」の原点を確認し合っ
た。
　第２回研究会（１０／２５）では，４歳児Ｓ男
の表現について，附属幼稚園の担任からの事例報
告提案があり，その後，質疑応答，そして少人数
でのグループでやりとり検討をしていき，各グ
ループごとに検討した内容を発表し合いながら，
子どもの表現について検討をしていった。子ども
の自己表現と自己発揮の視点，担任の表現の受け
とめの視点，子どもが楽しむことから表現が生ま
れるなどの視点が挙げられた。その後，花原から
は「表現」が，表す（意思のある）と，現れる（無
意識）によって成り立つこと，特に何げない子ど
もの現れを保育者は，しっかりと受けとめること
の重要性などについてコメントがあった。
　第３回研究会（２０１３／２／７）では，前回
に続いて４歳児Ｓ男の表現についての事例報告提
案があり，その後，質疑応答，そして少人数での
グループでやりとり検討，各グループごとに検討
した内容を発表し合いながら，子どもの表現につ
いてさらに検討をしていった。つくったモノを媒
介にして遊ぶ表現の視点（紙粘土でつくった動物
で遊ぶ），表現する時の表情，しぐさ，声をどう
読み取るかという視点などが挙げられた。その
後，花原からは，見たて遊び・つもり遊び・模倣
遊び・ごっこ遊びの意味について，身体で感じる
ことについて，ためこみについて，対話について，
言葉を獲得したことで失ったことなどのコメント
があった。
　昨年度に取り組むことができなかったいくつか
の課題については，今後，継続的に研究をしてい
く予定である。
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